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	製品名: インテグリンβ1（リン酸化Tyr795）ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	CD29は、130 kDの単鎖I型糖タンパク質で、インテグリンβ1、VLA-β鎖、またはgpIIaとしても知られています。白血球（顆粒球にも低レベルで発現）、血小板、線維芽細胞、内皮細胞、上皮細胞、肥満細胞など、造血細胞および非造血細胞の大多数に広く発現しています。CD29はインテグリンファミリーに属し、インテグリンα1-α6鎖と非共有結合して、それぞれVLA-1分子からVLA-6分子を形成します。CD29を含むインテグリンは、いくつかの細胞表面分子（例：VCAM-1、MadCAM-1）および細胞外マトリックス分子に結合します。CD29はフィブロネクチン受容体として機能し、様々な細胞間および細胞-マトリックス相互作用に関与しています。
	研究分野
	軸索ガイダンス、接着斑、ECM-受容体相互作用、細胞接着分子（CAM）、白血球の内皮透過移動、アクチンと細胞骨格の調節、病原性大腸菌感染、がんの経路、小細胞肺がん、肥大型心筋症（HCM）、不整脈性右室心筋症（ARVC）、拡張型心筋症。
	画像データ
	

	ITGB1（リン酸化Tyr795）抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはITGB1（リン酸化Tyr795）ペプチドでブロッキングされている。

